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Al2O3 からは現在広く用いられている解析方法の不完全さが、GaN からは LED の効率向上に密接した転位密度の新
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 「創生」の主題では、カーボンナノチューブ、準安定 ZrO2-x ナノ粒子、各種金属ナノ粒子、W18O49 ナノウィスカ
ーの創生方法を確立している。特に W18O49 ナノウィスカーは世界で最も低温かつ広域における合成に成功しており
エレクトロクロミック等の分野で工業的応用が期待される。 





いては、Al2O3 からは現在広く用いられている解析方法の不完全さが、GaN からは LED の効率向上に密接した転位




 最後に本論文では AFM を用いたサブナノインデンテーション技術を構築している。この技術はナノ構造材料に対




は正に、現実の実験によるμm から nm へ向かってのアプローチと、計算機シミュレーションによるÅから nm へ向
かってのアプローチの、両手法の架け橋となる極めて貴重な知見である。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。 
